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表
紙
写
真

本誌のタイトルについて 群星（むりぶし）とは、沖縄の方言で「昴星（すばるぼし）」のことで「ぶりぶし」、「むるぶし」とも呼ばれます。

　
表
紙
の
写
真
は
、
沖
縄
市
に
あ
る
東
南

植
物
楽
園
の
蓮
池
で
、
早
朝
の
清
々
し
い

空
気
の
中
、
美
し
く
開
花
す
る
蓮
の
写
真

で
す
。

　
蓮
の
花
は
朝
早
く
咲
き
始
め
、
お
昼
ご

ろ
に
は
閉
じ
て
し
ま
う
の
で
、
園
内
で
朝

食
が
取
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
て
早
朝

に
訪
問
し
ま
し
た
。
梅
雨
明
け
直
後
だ
っ

た
の
で
天
候
も
良
く
、
家
族
と
有
意
義
な

朝
食
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
東
南
植
物
楽
園
の
蓮
池
は
県
内
最
大
級

の
広
さ
で
、
桃
色
と
ク
リ
ー
ム
色
の
２
種

類
の
蓮
が
池
一
面
に
大
き
く
広
が
り
ま

す
。
ま
た
、
蓮
の
香
り
に
は
リ
ラ
ッ
ク
ス

効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
も
青
空
と
ヤ
シ
の
木
々
に
囲

ま
れ
た
南
国
ら
し
い
景
色
の
中
、
水
辺
に

美
し
く
咲
き
誇
る
蓮
を
楽
し
ん
で
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。総

務
部
総
務
課
　
職
員

連 載 企 画

特 集

仕 事 の 窓　  1

仕 事 の 窓　  2

仕 事 の 窓  　3

仕 事 の 窓　  4

仕 事 の 窓　  5

仕 事 の 窓　  6

仕 事 の 窓　  7

仕 事 の 窓     8

仕 事 の 窓     9

仕 事 の 窓　10

仕 事 の 窓　11

仕 事 の 窓　12

仕 事 の 窓　13

仕 事 の 窓　14

お 知 ら せ  ①

内 閣 府 だ よ り

お 知 ら せ  ②

お 知 ら せ  ③

お 知 ら せ  ④

お 知 ら せ  ⑤

お 知 ら せ  ⑥

沖縄歴史の散歩道  Vol.13

首里城正殿復元工事　上棟記念イベントについて　

株式会社那覇直葬センターに対する景品表示法に基づく措置命令（公正取引課による調査）

財政教育プログラム in 金秀グループ

財政教育プログラム in 宮古高校　～宮古財務出張所・沖縄国税事務所共催の出前講座～

沖縄県からのサツマイモやエンサイなどの植物は持ち出しが規制されています！

～県外への移動の際はご注意ください～

石垣島西部地域に水が来た！　～大嵩地区　散水式～

県内スーパーマーケットの野菜担当者に聞いた！有機農産物等の販売状況

沖縄県酒造組合が令和 6 年度「知財功労賞」において特許庁長官表彰を受賞！

半導体関連産業の成長促進「シリコンビーチ」の取組

令和６年能登半島地震 緊急災害対策派遣隊（ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ）現地活動報告

名護東道路延伸（本部方面）の計画についてご意見をお聞かせください

県内で活躍されている農業士等の皆様と「環境にやさしい農業」のあり方を考えました！

小型船舶に対する安全キャンペーン　～小型船舶の安全確保に向けて～

令和６年度陸運及び観光関係沖縄総合事務局長表彰式が行われました

交通の再構築（リ・デザイン）による、持続可能で心豊かな生活と観光の実現に向けて

～日本版ライドシェア等の新制度を沖縄でもスタート～

人事異動

内閣府沖縄担当部局では、「かりゆしウェア」の普及・促進に取り組んでいます。

国際食品商談会　12th 沖縄大交易会 2024 の開催について

沖縄官民合同伴走型支援事業について

夏休み親子ダム環境体験学習会の開催について

ダムまつりの開催について

ライフジャケットが命を守ります！
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の

上里 隆史
（うえざと・たかし）

　
琉
球
王
国
時
代
に
築
か
れ
た
グ
ス
ク
は
、

沖
縄
県
と
な
っ
て
以
降
、
近
代
と
い
う
時

代
の
中
で
神
社
的
な
様
相
に
変
え
ら
れ
て

い
き
ま
す
。
嘉
陽
グ
ス
ク
（
名
護
市
）
に

は
「
嘉
陽
城
嶽
」
と
い
う
御
嶽
の
あ
る
聖

域
で
す
が
、
１
９
３
９
年
（
昭
和
14
年
）、

こ
の
地
に
鳥
居
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
本
殿

が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
傍
ら
に
は
「
紀
元

二
千
六
百
年
祭
記
念
」
碑
が
あ
り
、
戦
前

に
お
け
る
国
威
発
揚
の
社
会
的
背
景
の
も

と
で
御
嶽
を
「
神
社
化
」
し
て
い
っ
た
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
注
目
さ
れ
る
の
が
本
殿
正
面
の
上
部
に

設
置
さ
れ
た
電
球
で
す
。
こ
の
電
球
は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
に
埋
め
込
ま
れ
て
お
り
、
実

際
に
は
灯
り
と
し
て
は
使
え
ま
せ
ん
。
あ

く
ま
で
も
装
飾
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る

の
が
面
白
い
点
で
す
。
沖
縄
に
ま
ず
現
存

し
て
い
な
い
、
戦
前
の
貴
重
な
電
球
と
い

え
ま
す
。
な
お
、こ
の
地
域
に
電
気
が
通
っ

た
の
は
戦
後
。
当
時
の
嘉
陽
の
人
た
ち
は

「
電
気
の
灯
り
」
に
あ
こ
が
れ
を
抱
き
、
設

置
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
の
他
の
グ
ス
ク
も
次
々
と
「
神
社
化
」

さ
れ
て
い
き
ま
す
。
南
山
王
の
居
城
だ
っ

た
南
山
グ
ス
ク
（
糸
満
市
）
に
は
１
９
１

５
年
（
大
正
４
年
）
に
南
山
神
社
の
鳥
居

が
建
て
ら
れ
、
ま
た
敷
地
内
に
お
け
る
高

嶺
小
学
校
の
建
設
に
あ
わ
せ
て
グ
ス
ク
も

改
変
さ
れ
て
い
ま
す
。北
山
王
の
居
城
だ
っ

た
今
帰
仁
グ
ス
ク
に
も
１
９
２
９
年
（
昭

和
４
年
）
に
日
露
戦
争
の
「
英
雄
」
東
郷

平
八
郎
の
書
に
よ
る
「
山
北
今
帰
仁
城
址
」

碑
（
戦
後
撤
去
）
が
、
１
９
３
０
年
（
昭

和
５
年
）
に
平
郎
門
前
に
鳥
居
が
設
置
さ

れ
ま
す
。さ
ら
に
１
９
４
３
年（
昭
和
18
年
）

に
は
北
山
神
社
の
建
立
が
計
画
さ
れ
ま
す

（
戦
争
に
よ
り
中
止
）。
鳥
居
は
現
在
撤
去

さ
れ
、
グ
ス
ク
に
隣
接
す
る
歴
史
文
化
セ

ン
タ
ー
に
土
台
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
琉
球
を
統
一
し
た
尚
巴
志
の
出
身
で
あ

る
佐
敷
グ
ス
ク
（
南
城
市
）
に
は
、
１
９

３
８
年
（
昭
和
13
年
）
に
月
代
宮
が
建
立

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
で
も
グ
ス
ク
内
に
鳥

居
と
戦
後
再
建
さ
れ
た
拝
殿
・
本
殿
が
あ

り
ま
す
。
敷
地
に
は
１
９
２
２
年
（
大
正

11
年
）
に
沖
縄
史
蹟
保
存
会
に
よ
っ
て
建

立
さ
れ
た
「
尚
巴
志
王
遺
蹟
」
の
石
碑
が

あ
り
ま
す
が
、
碑
の
文
字
を
書
い
た
の
は

昭
和
天
皇
の
皇
太
子
時
代
に
東
宮
侍
従
長

を
つ
と
め
た
入
江
為
守
で
す
。
グ
ス
ク
の

神
社
化
と
と
も
に
、
著
名
な
人
物
の
碑
に

よ
る
権
威
化
が
は
か
ら
れ
た
の
で
す
。

◆近代遺産を巡る④
琉球史研究家の上里隆史氏が沖縄の歴史文化の魅力を本誌上で連載しています。

嘉陽グスク本殿の電球（名護市）

南山神社の鳥居＜南山グスクの敷地内＞（糸満市）南山神社の鳥居＜南山グスクの敷地内＞（糸満市）

　琉球史研究家。内閣府
地域活性化伝道師。法政
大学沖縄文化研究所研
究員。早稲田大学大学院
修士課程修了。著書に
『琉球という国があった』（福音館書店、2020
年）、『海の王国・琉球』（ボーダーインク、2018
年）、『マンガ沖縄・琉球の歴史』（河出書房新社、
2016年）、『尚氏と首里城』（吉川弘文館、2015年）
など。NHKドラマ「テンペスト」時代考証や、
NHK「ブラタモリ」案内人などメディアでも活躍。

嘉陽グスクの本殿（名護市）

紀元二千六百年祭記念碑（名護市）

尚巴志王遺蹟碑（南城市）
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